ウェアラブル端末市場における日系電子部品メーカーの競争戦略 ― M・E・ポーターの「5つの競争要因分析」を活用した定性的実証分析 ―（研究ノート） by 近藤 信一
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方法については、「Course Research：Using the 


























































図 2　Course Research モデル：観察から
記述理論を経て規範理論へ
（出所）Christensen and Carlile（2009）より作成。
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千 葉 県 に あ る 幕 張 メ ッ セ で 開 催 さ れ た
「CEATEC JAPAN 2015」（開催期間：2015 年 10


















229 万 5,000 台、となっている。そして、2017 年
の世界市場規模（予測）は、メーカー出荷台数ベー










る。IHS テクノロジーによると、2013 年に 20 億
米ドル超だった市場規模が、2016 年に 100 億米










報道によると、「米国では 4 月の発売日には 3






































究 の ア プ ロ ー チ「Course Research：Using the 
Case Method to Build and Teach Management 
図 3　ウェアラブル端末の世界市場規模
（出所）「特集　部品・実装もウエアラブル 第 1 部：全体
像“携帯から装着”で新境地へ、非電子メーカー
の発想に期待」『日経エレクトロニクス』2014 年
8/4 号、日経 BP 社より抜粋。
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 あ る 電 子 材 料 メ ー カ ー の 技 術 調 査 担 当





























































































端末の普及の障害には、大別すると human level 










及の重要なカギとなる。human level blockers で
は、style、つまりデザイン性も重要である。レ
ベルとしては、Luxury（Apple Watch）→ High 







筆者が日本で唯一の Apple Watch の専門店
「Apple Watch at Isetan Shinjuku」（東京・新宿
の伊勢丹内）にて製品を購入した際に店舗にて店
員に販売状況を尋ねたところ、2015 年 9 月まで
は圧倒的に男性客が多かったということだが、エ
ルメスとのコラボ商品「エルメスバンドモデル」
（2015 年 9 月発表・10 月発売開始）が発売されて
からは女性客も増えているということである。報
道によると、2016 年 3 月にもこれと同様に、エ
ルメスを超えるような企業とタッグを組んで開発
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2014 年の中国スマホ端末の出荷台数は 4 億 2,070
万台に上っている（調査会社 IDC）。これは、ス
マホ端末の世界の 2014 年の年間出荷台数 13 億






1,780 万台、金額ベースで 59.2 億元に上っている。
それが、2015 年には同 4,058 万台、同 114.9 億元、
2016 年には同 7,527 万台、同 169.3 億元、そして
2017 年には同 1 億 1,290 億台、同 237 億元まで拡
大すると予想されている。別の調査会社による



























































ンド市場のメインとなる Apple の Apple Watch の
売れ行きが鍵になってくる。Apple は、既に中国市
場において iPhone でトップブランドであり、売れ
ている。米調査会社 IDC によると、2014 年第 4 四
半期の中国スマホ端末出荷台数のベンダーシェアで
Apple は 2 位 12.3％となった、驚くべきは伸び率で
前期比 99.7％の増加となっている（同社、2015 年 2
月 17 日発表）。IDC は、「Apple は 2014 年 10 月に
中国で販売を開始した『iPhone 6』『iPhone 6 Plus』
によって、シェアが一気に 2 位まで上がった」と説
明しており、iPhone 6 と iPhone 6 Plus が中国の消
費者に受け入れられことがわかる。そして、2015






























い」（IT ジャーナリスト）と 8）、「Apple watch」
に期待する業界関係者は多い。次に、その Apple 
Watch の状況についてみていきたい。
Apple Watch 発 売 前 の 2015 年 1 ～ 3 月 期 の
世界ウェアラブル端末の出荷状況（米調査会社
IDC、2015 年 6 月 3 日発表）は、総出荷台数が
前年同期比 200％増の 1,140 万台で全体の 40％以
上が 100 ドル以下の製品となっている。ランキ
ングは、1 位が不動の米フィットビット（Fitbit）
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端末「Mi Band」を発売した中国 Xiaomi（小米、
シャオミ）が 24.6% でランクインしている。なお、
2 位の Xiaomi は、Mi Band を主に中国本土で販
売しており、第 1 四半期には中国本土だけで 100
万台を出荷している。尚、Mi Band の米国での
販売価格は 14.99 ドルである。
Apple Watch 発売後の 2015 年 4 ～ 6 月期の世
界ウェアラブル端末の出荷状況（同 IDC、2015
年 8 月 27 日発表）は、総荷台数が前年同期の 3.2
倍の 1,810 万台まで拡大した。ランキングをみる
と、1 位は 440 万台を出荷した米フィットビット
で 24.3％、2015 年 4 月に市場参入した米 Apple
が 360 万台を出荷し 19.9％で 2 位にランクインし
ている。3 位には 14 年 7 月に参入した Xiaomi が
310 万台を出荷 17.1％となった。ただし、Apple 





Analytics）のレポートによると、2015 年 4 ～ 6
月期に世界で販売されたスマートウォッチのうち
Apple の Apple Watch が全体の 75% を占めたと
いう（同社、2015 年 7 月 22 日発表）。同社リリー
スによると、同期のスマートウォッチ販売台数は
推定 530 万台で前年同期の 100 万台から大幅な成
長を記録しており、成長の主な要因は 2015 年 4
月に発売された「Apple Watch」で販売台数は全
体の 75% にあたる推定 400 万台に上ったとされ
ている。Apple の決算発表では、具体的な販売台
数は明らかにされず、外部のアナリストなどの間


































2015 年 4 月 30 日発表）。　
同社は Apple Watch を分解して調査、その結
果スポーツモデルの製造コストは希望小売価格の
約 24％で、同社の他製品の 29 ～ 38％を下回ると
している。スポーツモデルの価格は 349 ドル、部






























Industry Boundaries and Systems of Systems：
The powerful capabilities of smart, connected 
products not only reshape competition within 
an industry, but they can expand the very 
definition of the industry itself. The competitive 
boundaries of an industry widen to encompass 




る。…）－中略－ Others may find themselves 
threatened by this development, which creates 
new competitors, new bases for competition, 






ては、「Reshaping Industry Structure：Industry 
structure changes when new technology, 
customer needs, or other factors shift these 
five forces. Smart, connected products will 
substantially affect structure in many industries, 
as did the previous wave of internet-enabled IT. 








環境になるのか、分析している。その The Five 
Forces That Shape Industry Competition の 結
果、① Bargaining power of buyers（買い手の交
渉力）として「製品差別化の機会を劇的に拡大
する」と「競争の軸は価格だけでなくなる」こ
と、② Rivalry among competitors（競争企業間
の敵対関係）として「カスタマイズ化による高
付加価値により競争が緩やかになる」こと、③
Bargaining power of suppliers（供給企業の交渉
力）として「従来の供給関係が乱れ、交渉力が再
配分される」こと、④ Threat of new entrants（新
規参入業者の脅威）として「新規参入者にとっ
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が論文「IoT 時代の競争戦略」（How the Internet 
of Things Changes Business Models How 
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京セラ 566 567 700
TDK 686 1,025 1,300
村田製作所 682 1,012 1,500
日本電産 400 580 720
オムロン 337 381 480
日東電工 758 567 680
アルプス電気 265 314 674
ローム 317 487 750
太陽誘電 191 188 400
日本航空電子工業 220 222 230
ミツミ電機 105 121 160
ホシデン 57 39 43
ヒロセ電機 114 118 125
日本ケミコン 31 52 65
ニチコン 23 24 40
SMK 40 38 41
田淵電機 17 21 31
指月電機製作所 10 7 8










京セラ 488 552 600
TDK 634 706 770
村田製作所 546 649 720
日本電産 378 451 520
オムロン 479 479 530
日東電工 284 282 310
アルプス電気 329 330 350
ローム 365 400 433
太陽誘電 74 82 90
ミツミ電機 106.3 115.6 120
ホシデン 24 25 25
日本ケミコン 39 42 45
ニチコン 31 32 32
SMK 33.2 34.7 37
田淵電機 10 12 14
指月電機製作所 6 5 14年度並み
大真空 19 20 20
（出所）『電波新聞』2015 年 6 月 4 日より作成。
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題シンポジウム 2「Global Giants および Emerging 
Locals/Giants との競争をいかに勝ち抜くか」（日時：
2014 年 9 月 14 日（日） 13:50 ～ 16:30、場所：中央大





ン（日時：2015 年 9 月 13 日（日） 09:50 ～ 10:30、場所：
会場 C（玉川大学 大学教育棟 2014（University Hall））
３） 2015 年の出展社数は 531 社と 2014 年から 16 社減少
し、来場者数も 1 万 7864 人少ない 13 万 3048 人だっ
た（ただし、開催期間が 1 日短縮）。（「シーテックの
憂鬱、変わる見本市のあり方」日経ビジネスオンライ
ン、2015 年 10 月 14 日より）
４） 矢野経済研究所『ウェアラブルデバイス市場に関する
調査結果 2014』、2014 年 10 月
５） ITmedia ニュース、2015 年 7 月 8 日より。




か？」（「CEATEC JAPAN 2015」（開催日時：2015 年






かどうやって IoT で利益を上げるのか」『Electronic 
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